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2019年8月15日

日科協 会員各位
主催：一般社団法人 日本科学機器協会
技術委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　 　
国立極地研究所「南極・北極科学館」の見学会及び講演会
ご案内・参加申込み書
　
１．日　時：10月11日（金）国立極地研究所1Fロビー 集合・受付13:00~13:20
２．企画概要とタイムテーブル
　　〇13:30~14:30「南極・北極科学館」見学
　　〇14:30~15:00　極地研の紹介
講師：国立極地研究所 広報室長 研究教育系地圏研究グループ
教授　本吉 洋一 氏
　　〇15:00~16:30　講演会「地質時代に日本の地名が刻まれるか？」
~千葉時代（チバニアン）国際模式地認定への展望~
講師：国立極地研究所　研究教育系地圏研究グループ
准教授　菅沼 悠介 氏　　　　　　　　
【講演会概要】
　　　大陸の移動や衝突、生物の進化・絶滅，そして急激な気候変動など、地球の歴史は地層を調べることで明らかにされてきました。地層は、世界中に断片的に分布するため、地質時代という時間のメモリを使って比較されています。そして、各地質時代の境界については、地球上で最も観察・研究しやすい１カ所が国際模式地（国際境界模式層断面とポイント：GSSP）と認定されています。
最近、千葉の地層（千葉セクション）が、地質時代の一つである第四紀更新世の前期・中期境界の国際模式地の候補として注目を集めています。「千葉セクション」の長所は、約77万年前の地磁気逆転の記録がとても詳細に調べられていることです。もし千葉セクションが国際模式地として認められると、この境界に続く時代が「千葉の時代」という意味のチバニアンと名付けられます。
今回の講演では、私自身の研究体験、とくに地磁気逆転研究の視点を通して、千葉セクションの国際模式地認定への展望をお話ししたいと思います。
　３．場　所：国立極地研究所 
〒190-8518 東京都立川市緑町10-3　　TEL042-512-0608（代表）
４．定　員：50名（予定）　　５．会　費：無料　　　６．締　切：9月25日（水）
７．お申込み（お問合せ）先：事務局　岡田、菅
TEL：03-3661-5131 　Fax：03-3668-0324　mail：kan@sia-tokyo.gr.jp
本見学会及び講演会 参加申込み書
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